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日時：令和４年８月１日（月) 午後１時30分～午後２時00分 

場所：市役所第一委員会室 

報道出席者：北日本新聞社、富山新聞社、北陸中日新聞社、読売新聞社、ＮＨＫ、 

ＫＮＢ、富山テレビ、チューリップテレビ 

市当局出席者：市長、情報広報課長 

 

 

１. 市長からの発表事項 

 

⑴ 魚津市制施行70周年記念事業 

「第53回じゃんとこい魚津まつり」の開催について 

・開催が今週末に迫っている。既にスケジュールは発表済だが、コロナの感染状況

を踏まえ、一部見直しや中止が決定している。 

・８月５日(金)の日程については、中学生のせり込み蝶六踊り街流しを中止とした

ため、その前の魚津蜃気楼節保存会の演舞の開始を30分遅らせることになった。

一般のせり込み蝶六踊り街流しについては、各参加チームに高校生以下の参加自

粛を要請している。街流しの規模は、当初は1,000人以上の予定だったが、現在

は約半分の500名程度となっている。たてもん祭りについては、倉庫から７基の

たてもんが出され、準備が進んでいる。たてもん保存会が８月３日(水)の夜に開

催の可否を決定する予定。場合によっては山上げ（展示）のみを行う。 

・８月６日(土)は、ＵＯ！ＪＡＺＺのキッチンカー・飲食店ブースの出店を（新型

コロナ警戒レベル）ステージ２が発出された場合には取り止める。また、市制施

行70周年記念として今回初めて実施されるＵＯＺＵスカイランタンについては、

密を回避するため当初の予定よりエリアを拡大して実施する。 

・８月７日(日)の経田七夕まつりも、子どもたちによるアトラクションを中止し、

ステージ２が発出された場合は飲食ブースの設置を取り止めるなど内容を変更

して実施する。 

・感染症対策については、市から抗原検査キット2,200 個を各種イベントに従事す

る運営者や参加者に事前配布し、陰性確認をしてもらう。主催者側の市商工観光

課、商工会議所などの職員については、７日前から体調チェックシートによる体

調確認や検温等の記録を行う。 
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⑵ ～魚津産業フェア「○○魚津」プレイベント～ 

 夏休み魚津の産業観光ツアーを開催します 

・８月27日(土)に最大20名で開催する。参加者の募集締め切りは８月10日(水)。当

日の行程は、午前中がタワーパートナーズセミコンダクター㈱の会社見学、午後

には JFケイソン冷蔵でのマス寿司づくり体験や尾崎かまぼこ館でのかまぼこ作

り体験などを行う。 

 

 

⑶ 魚津市空き家活用コンテストを開催します 

・空き家問題は市にとって大きな課題となっている。特に適正に管理されていない

ものについては、周辺への影響も大きく、社会問題となっている。これからの市

の空き家の利活用の参考にするためにコンテストを開催する。 

・コンテストはアイデア部門と事例部門の２つに分かれている。アイデア部門につ

いては夢のある自由な発想を期待している。事例部門については、実際に空き家

の利活用した事例を募集する。募集期間は８月と９月の２か月間。各部門共通で

副賞の進呈も予定している。 

 

 

⑷ 魚津の農林水産業 体験・応援プロジェクト 

８月に開催する「親子体験会」はこちら 

・８月は、「うおづのくだもの親子体験会」と「うおづのやさい親子体験会」を予定

している。“くだもの”の方は、小川寺地内の西布施ぶどう組合ぶどう園でぶどう

３種の収穫作業体験や贈答用の箱づめ体験を行う。“やさい”の方は、もくもくホ

ールや有山地内のはくさい圃場で種まき作業体験などを行う。 

 

 

２.質疑応答の内容 

 

「旧統一教会の関連団体が主催するイベント」について 

《記者からの質問》 

全国的に旧統一教会と政治の関係が指摘されている。村椿市長が過去に関連団体のイ

ベントに参加していたり、既に中止となった今年のイベントでは実行委員長に就任し

ていたと聞いたが本当か。それらの経緯やイベントに参加した場合は公務としてかか

わっていたのか。そして、このようなリレー形式で平和を訴えるようなイベントは他

にもあるが、（参加や後援の決定のために）どのように精査しているのか。また、ご

自身の選挙時には協力などはなかったのか。 
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《回答》（市長） 

旧統一教会とは関わりは無いが、その関連団体が主催している自転車に乗って平和

活動を行うイベント「ピースロード」については関わりがあった。なお、旧統一教

会の関連団体が主催していることは後で知った。富山県内各地を自転車でまわる途

中、魚津市内において激励を行った。これについては、市長日程に掲載しているの

で公務になると思う。イベントの趣旨が自転車に乗って平和を訴えるということか

ら、いい事だと思い、他の方々と同様に趣旨に賛同して参加した。今思えば慎重な

行動を取るべきだったと思っている。なお、同様の趣旨のイベントが他の団体の主

催でも行われているが、提出された書面を見て、趣旨や内容に問題がなければ広く

受け入れを行っている。 

今年の「ピースロード」については、富山市での開会のイベントがある予定だった

ので、そこでの挨拶を依頼されていた。事前の打ち合わせ会議などには出席してい

ない。中止となった経緯についても聞いていない。実行委員長については富山県議

会議員の先生から頼まれて引き受けた。 

この「ピースロード」以外には旧統一教会やその関連団体との関わりはないと思う。 

 

 

 

「魚津市空き家活用コンテスト」について 

《記者からの質問》 

コンテストに応募されたアイデアはどのように活かしていく予定なのか。活用を想定

する空き家は自由に使えるものと考えてよいのか。また、市内の現在の空家数はどの

くらいか。 

《回答》（市長） 

空き家問題解決の突破口を見つけたいと思っているが、空き家問題は私有財産に踏

み込んでいく話のため、法的に難しい部分がある。現在、市は管理が不十分で周囲

に環境問題や危険が及ぶような空き家について対応しているが、今回のコンテスト

では空き家がそうなる前に何とかするためのアイデアを募集している。コンテスト

をやって終わりではなく、これを足掛かりにして施策につなげていきたい。 

空き家が自由に使える場合はリフォームと変わらないのでアイデアを出すのは簡単

だと思うが、そうでない難しい背景がある案件について、良いアイデアが出ること

を期待している。 

なお、現在の市内の空家数は約1,300件で空き家比率は決して低くはない。全国の他

の自治体と同様にその数は増加傾向にある。 

 


